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品川区保活実態調査の結果概要 
保育施設に入園が内定した人は８０％という結果になりました。（２月中旬時点）（図１） 

 
図１　保活の結果 
 
子どもが早生まれであったり、フリーランスで働いていたりする人、０歳児クラス以外の人は
認可保育園への入園が難しい傾向にありました。また、地域によっては保育施設の確保が難し
かったという意見がありました。品川区内の保育園に空きがあるといっても、自宅から通える
範囲にない場合があるとのことです。 
事前に認可外保育施設に通って加点を得た人や、雇用形態や勤務形態を変えた人、遠くの認可
外保育施設に通うという選択をした人もいました。加点のために離婚を検討した、階層を下げ
るために確定申告をしたという人もいました。 
保育園に入りやすそうな品川区に引っ越してきた、もともと品川区内に住んでいたが保育園に
入りやすい地域に引っ越したという人もいました。 
 
保育施設に内定しなかった人のアンケート結果より 
・保育施設に内定しなかった人のうち、２５％は０歳児クラス、７５％は１歳児クラス 
　　→０歳児４月の申込でないと保育施設の確保が難しくなる傾向 
・不承諾通知を得るために認可保育園の申込をした（０歳児クラス） 
・認可、認可外を含めて１５園申し込んだのに入れなかった（１歳児クラス、東品川） 
・現在二次募集の結果を待ちながら、認可外保育園も探し中（２月中旬時点） 
・育休を延長する 
・このまま保育施設の内定がとれなかった場合、育休を延長するか退職、一時預かりやベビー
シッターを活用する予定 
・タワーマンションがたくさんある地域は認可保育園はもとより認可外保育園にも入れない。
電車に乗って会社と反対方向の３駅先の認可外保育所のみ内定（１歳児クラス、大崎） 
 

● 品川区保活実態調査の結果はこちらより 
● 品川区保活実態調査の結果の元データはこちらより 

 

https://docs.google.com/forms/d/1dFPsgFUuTNilz6_irl49utnIpEet5qr_kXYNqE8dpEU/edit#responses


 
保育施設に内定しなかった人へ 
４月以降でも保育園には引っ越しなどでときどき空きがでます。認証保育所に空きがないか電
話をしたら「ちょうど今月転出者が出ました！」と急遽入園が決まった人も。保育所の空き状
況は毎月品川区のWEBサイトに載りますので、ご確認ください。また、認証保育所以外の認可
外保育施設にはまだ空きがある場合もあります。 
 
品川区内に引っ越しを検討している方へ 
品川区は認可保育園の内定となった児童の最下指数が公表されています（表１参照）。指数が
高ければ高いほど入園困難となります。同じ４０点でも、階層が高いほど入園困難です。毎年
のように新設の保育園ができ、待機児童がでないように頑張っている品川区ですが、住む地域
や収入によっては保育園選びが厳しくなりますのでご注意ください。兄弟がいらっしゃる場合
は兄弟加点がつきますので、入園しやすくなる傾向があります。ただし、３歳児以降の枠に空
きがない場合もあり、確実に入れるとは言えません。 
 
表１　２０２０年４月　認可保育園の入園状況（指数）について 



 



 
 
 
品川区内に住んでおり、これから保育園を探す予定の人へ 
「育休明け入園予約制度」というものがあります。狭き門ですが、年度途中に認可保育園に入



ることができるかもしれません。 
 
フルタイムの共働きでも、ある程度収入がある方は認可外保育施設も想定して保活をする必要
があります。しかし、認可外保育施設の情報を得るのが大変です。園ごとに申込時期も違いま
すし（表２参照）、品川区の公式マップもありません。民間で作成されたマップを頼りに近所
の保育園を探し、各園のWEBサイトを確認し、見学予約をし、申込書を作成し、、、　　負担
が減るよう区の担当者にお願いしたり、民間でシステムを開発できないか検討したりはしてい
ますが、まだまだ検討課題です。 

 
表２　令和２年度４月入所　品川区内認証保育所申込受付期間 
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保活の結果 

 

 



保活で苦労や負担を感じたこと 

 

 
＜園の情報収集＞ 
・まず、通える範囲でどこに保育所があるかわかりにくい。港区のように公式のマップを作っ
たり、地域ブロックごとに一覧で分けたりするなどしてほしい。 
・品川区は「認可保育園等一次選考内定者 最下指数」が公表されている点がとても良いと思い 
ます。おかげで効率良く保活ができました。このデータが公表されていることに気がつくまで
に時間がかかり、またデータの見方、自身の指数が何点なのか把握するのに少し手間がかかり
ました。せっかくなので、区のホームページにもっと大々的に分かりやすく載せたり、認可園
保育園前の掲示板などに、こういったデータが区のホームページに載っているから参照してく
ださいね。といった案内があったりすればより良いかなと考えます。 
・複合的な条件の場合の、適用される指数の優先順位がわかりにくい。 
・１月入園のためその結果を受けて４月申し込みをと思っていたら、１月結果の前に４月入園
申し込み締め切りであったため、申し込みできず、特別な説明がなかった。区の対応の杜撰さ
に失望した。 
・我が家は、隣の地区の認証園に1年半通わせました。隣接区の認証園に通っても、補助が出
ることは、保育のしおりの目立つところに書いて欲しいです。（ホームページには掲載されて
いて、調べればすぐわかるのですが、保活初心者にも早めに教えてあげたいです。） 
 
＜認証保育所の見学や申込の負担＞ 



・認証保育園の申込ルールが個々に異なり、見学申込みのために仕事を抜け出して繋がらない
電話を掛けに行くのは大変でした。 
・認可外の園が、申込に関するルールなどが個別に違い8園も申し込んだため把握が複雑だっ
た。 
・認証保育園などの認可外保育園の合格基準が保護者に明示されているわけではないので、保
育園確保のために数をこなさなくてはいけないのが大変負担である。 
・認可には40点では入れないため認証を目標に活動していたが、選考基準を教えてくれないた
め内定もらうためにどのように行動すればよいか不明だった 
・年度途中で認可外に預けていても、所得の関係で近い園に通える保証がなかった。認可不承
諾の場合に備え、近くの認可外の申し込み、面接、内定をもらった場合の対応など考えること
がとても多く大変だった。 
・認可園に入れないことを見込んで、認可外の保活が始めたが、これがかなりの苦労だった。
『説明会の予約の電話→説明会の参加→申し込み用紙をもらう→申し込み用紙を提出する』×7
園それぞれの方式で行う。各園のホームページを参考に、説明の予約のために電話を何回もか
けなければならなかった。学園指定の日の何時から電話してくださいとの決まりがあり、その
日時ぴったりにかけると回線がパンク状態でまったく繋がらず、何百回も電話が繋がるまでか
け続けた。 
それでやっと説明会の予約が取れた。説明会に参加しないと申し込みができない園が多く、大
体のところは１２月には説明会の申し込みが終了していた。ということは、事実上認可園に落
ちた（２月にわかる）人の受け皿になることはできず、情報強者の人だけ、認可外園に先に申
し込み、受付が終了している状態であった。それだけ苦労して、保活した認可外園も住んでい
る地域では内定をもらえなかった。園に確認したところ、今年は０歳児クラスの園児が誰も認
可園に入ることができず、その結果新規に１歳児クラスの受け入れができなかったとのことで
あった。 
 
＜子連れの見学・見学内容＞ 
・子連れでの見学が負担だった。 
・見学のために昼寝や離乳食の時間を調整せざるを得なかった。 
・保育園選びにおいて、保育園の普段の姿が見えづらいこと(幼稚園はプレや説明会などがある
が、保育園の見学は5～10分程度のところが多い) 
 
＜相談・申込の負担＞ 
・区役所はとても親身に相談に乗ってくださったが、平日に有休を取らなければならないのは
負担 
・.品川区の保育園、保活資料やシステム等は他地域よりも随分優れていて感謝しています。今
後、申込が手書きでなく、デジタル化されるとより利用者の負担が減ると思います。 
・育休手当が１歳になる前日までで、年度中に育休延長申請をしなくてはいけないのだが、不
承諾通知が必要であり、不承諾通知のみをもらえないので、一度不承諾通知のために申請しな
くてはいけない。さらに、万が一受かると一度辞退しなくてはいけないので、1園のみ書き、
結果を待つという手間がかかった。 
・妊娠中に見学し、出産は里帰りで一旦品川区を離れて、年末締め切り前に品川区に戻り急ぎ
提出するという長期間に渡る準備が、微妙なストレスでした。（しかも結果的に認可不合格で
したので報われず） 
・双子を妊娠しており見学に行くのも大変だったし、区役所に毎回行くのも負担だった。住ん
でいたエリアにタワマンが一気に建ったので少しでも入りやすいよう、区内で引っ越しした。 
 
 
＜保育園に入れない＞ 
・保育園に入れるのか不安だった、精神的な負担が非常にあった。 
・ひろまち保育園の閉園により、在園児の優先転園のためさらに厳しくなった。 
・早生まれのため、0歳での4月申し込みは不可、1歳で40点でも全滅、2歳（今年）で42点でも
全滅。3歳で入れる保証もないような状況に不安を感じています。仕事を辞めろと言われてい
るようなものです‥ 
・いったん仕事を辞めると、点数が低くて保育園に入れず、結果就活も出来ないので苦しかっ



た。 
・持病を持ちながら保活しなければならず、仕事をしてなくても預けれる場所が少なくて大
変。 
・特に共働きである程度の収入がある世帯には厳しく、周りのママ友たちも認可園全て落ちて
いた。区からの点数の結果をみると、もし品川区にある全園を記入できたとしても、今年事実
上入れるのは2園しかなかった。書けるの園の数も限られているし、２園は通える範囲ではな
かった。そして、二次募集のフルタイム枠は一つも空きがなく、短時間が５枠のみの空きで
あった。 
つまり、フルタイム勤務の私は二次募集にすら申し込みができなかった。このことは、住んで
いる地域にはよくあることのようで、児童センターで、保育園に入れなかったから仕事を泣く
泣くやめたという方々にたくさんお会いした。もしくは、入れたとしても、遠い地域に電車や
バス、電動自転車を使って苦労しながら通っているとのことだった。 
・品川区は待機児童0ということをふまえて、わざわざ引越しをして転入予定でした。見事に
第10希望まで書いて不承諾になり、認証も待ち多数で全く決まらない状況です。品川区政は保
育、教育に力を入れているというアピールに騙された気分です。 
・結局、住んでいる地域ではない、一つの認証保育園のみ内定が出た。なんとか復職すること
ができるが、職場とは違う路線で反対方向の電車で３駅のり送り迎えをしなければならず、と
ても苦痛であるし、心配しているところである。 
・住んでいる地域（大崎）の認可園の点数が高く、第一子１歳児クラスではフルタイム加点な
しの私では、認可園、認可外園、全ての園で入ることができなかった。 
・私も、保活を始めた当初、区役所で、「１歳児クラスは3分の1が入れないので、入れないと
思います。認可外を探して下さい」と平然と言われてショックを受けたことがあった。 
・結局認可は入れないであろうと思っていたが、やはり入れないので見ないで認証をもっと見
学を早くからすればよかった。品川区以外も含めて 
 
＜保育園確保のための負担＞ 
・一月の出産であり、本音で言えば年度途中から預けたかったが、年度途中、入園予約(4月の
内定の方が先に出るため利用を断念)、一歳四月のいずれも内定する可能性が低かったため、希
望よりかなり早期に職場復帰を決めなければならなくなった点が負担に感じました 
・引っ越しという大きな決断をしなければいけなかったこと。夫はあまり理解を示してくれ
ず、落ちたらどうするんだと言われ続けたので内定が決まって本当に安堵しました。元から住
んでいた方には申し訳ない気持ちもありますが、真夏に子供を抱えて複数の区役所をまわるの
は大変でしたし、お金もかかりました。引っ越し組にもそれなりに覚悟があります。。 
・勤労条件のポイントをきちんと取得できるよう、2人目の妊娠時期が1人目の入園希望時期に
被らないように意識していて、妊活のストレスにもなったかもしれません。 
 
 



保活で活用したもの 

 
＜その他＞ 
・SNSや各種ブログ 
・社内の保活相談の部署の資料と個人面談 
・アプリ「きっと」 
・内定通知に関するTwitter 
・品川保活見聞録(web・Twitter) 
・保育園を考える親の会100都市保育力充実度チェック 
・とうきょう福祉ナビゲーションの評価 
 
  



保活でよかったこと、役立ったこと 
＜区の情報＞ 
・昨年度の最下位指数一覧は参考になりました。 
・品川区が保活に悩む父母に全く寄り添って区政を行なっていることがよく分かった 
・区で公表している認可保育園の最低指数階層の表。最初にこれを確認した事で、1歳児4月入
園が厳しい事がわかり、保活一年目は認証を中心に活動できた。 
・品川区役所の情報公開資料、窓口職員の方の対応、 
・持病があるので保健師さんが自宅に来て説明してくれた。そのため品川区の保育園募集の時
期を逃さずスムーズに探せたので、保健師さんに助けられました。 
・品川区は入園児の最低指数を公表してくれているのでたいへん参考になる。第一子のときは
区役所に行かないと教えてもらえなかったが、改善しているのを感じた。 
・ルールを把握していないことには何もできないので、早い段階から自分の指数を確認して対
策を練れていたのがよかった。ただし、早生まれだったら非常に厳しかったのではないかと思
う。 
・品川区のHP、入園手引きがとても役にたった。 
・区役所へ対面で相談にいかないと得られない情報があった 
・やはり「認可保育園等一次選考内定者 最下指数一覧」が役立ちました。このデータのおかげ 
で保活開始早々に0歳児なら◯◯園に入園できる可能性が高い、1歳児であれば◯◯園の入園は
恐らく不可。といったことが予想でき、我が家は0歳児での入園を決めました。そして想定通
りの保育園に入所できることになりました。 
 
＜見学してよかった＞ 
・見学により園長先生や先生達の人柄、子供達の様子がわかった。教室の様子を見て自宅での
安全管理の参考になった。遊び方やおもちゃ、離乳食のことなども先生にアドバイスをいただ
けて良かった。 
・応募した園と検討可能な場所にある園を全て見に行ったので、雰囲気などもわかり、申し込
みの際に応募する園を選びやすかった。 
・見学に行った歳、園の保育理念などを聞くと良い。その園の方針や園長先生の人柄がわかる
ので、相性を事前に判断できることがある。 
・会社の保活担当の方との面談で、何がいい園かというのは家庭の考え方によって違うと詳し
く教えていただき、見学を重ねながら子育てについて夫婦で相談するすごく良いきっかけと
なった。例えば、カリキュラムが豊富な園と自由遊びが多い園の、それぞれの魅力と懸念点が
わかったので、自分たちに合うかの判断がしやすいかった。 
・見学はしないよりはやはりして良かったと思った 
・あまり知られていないが区立保育園では保育体験をさせていただけるところが多く、子供に
もいい刺激になったし、園のことをよく知ることができた。 
 
＜口コミ＞ 
・品川区在住の友人から、品川区の保活状況について話を聞けたのは良かったと思います。 
・周りのママ友との情報交換がありがたかった。 
 
 
＜ネットの情報＞ 
・一般の方のブログ、他の方の口コミ 
・Twitter 
・個人でやられている方の品川区保活サイト 
・品川保活見聞録は役立ちました。 
・とうきょう福祉ナビゲーションの評価 
・各区のホームページ、保育園を考える親の会資料 
・Twitterやブログからの情報は役立ちました 
 
＜その他＞ 
・確定申告。未払いだった国民年金(学生特例)の追納などをして、住民税を下げた。 
・せめて情報収集は前時代的な要素はなくしていってほしい。 



・ハッキリ言って品川区を信じすぎて舐めてました。認証園と認可合わせて15園も申し込めば
流石にどこかに入れると思っていた自分がバカでした。 
 
 
 
 
  



保活に関する品川区への要望 

 
 
＜安心して保育園に入れる仕組みづくりを＞ 
・とにかく大変でした。頑張って不妊治療をしてようやく授かった子供の事を愛しむ間もなく
保活に頭を悩ませる日々。もっと働きやすい、子育てしやすい社会になることを期待します。 
・かなりの苦労をして保活しましたが、認可園に入ることができませんでした。保育の質や保
育料の観点からも認可園に入れたいと希望していましたが、叶わずでした。区から認可外を探
すようにと言われましたが、そちらも入れずで悲しみにくれています。保育園を増やしてくだ
さい。フルタイム共働きも入れないのが普通なんですか。働きたいママたちの想いを捨てない
で下さい。児童センターでお会いした、仕事がしたかったけど、保育園入れなかったから辞め
たというママの想いを受け止めてください。今回、認可保育園に入れなかったママたちと話し
たり、改善策を考える対話ができたりする場を企画していただきたいです。今の制度である、
一見対話の場に見える、カンガループランでさえ、1歳児では、この地域では入れない可能性
が高いというアドバイスしかもらえません。どうか、働きたいママたちを見捨てないで下さ
い。 
・今回ひろまち閉園に伴って加点があっても入園できなかった人達がいる&ひろまちの大規模
定期利用枠により、再来年度も認証の加点があっても激戦が予想される。3歳を救う対策を早
急に検討してほしい。望んで認証に通わせている人は少数派。仕方なくお金を払ってせっかく
加点をとって認可に入れるのを待っているのに、在園児だけを救うような目先の対策だけでは



不満がある。新規園も増やしていただいているのはありがたいが、まだまだ需要に足りていな
い。どうか再来年度(令和3年)に向けて早急に対策を打っていただきたい。 
・他区より入りやすいかもしれませんが、待機児童実質ゼロではないです。それを目的に引っ
越してきて入園できていない家庭もたくさんあります。今以上に子育て支援に力を入れてくだ
さることに期待します。 
・1歳児クラス、早生まれです。最下指数をみたところ、そもそも、どこも入れる保育園があ
りませんでした。無償化よりも、まず全員が入れるよう、保育士さんの待遇改善、激戦地区の
新規園を希望します。認証保育園も初日に申し込みましたが、どこも二桁の待機順で入れませ
ん。努力していただいているとは思いますが、どうぞよろしくお願いします。 
・総枠としては入りやすくなっているかもしれませんが、現実的に通園可能な園は限られま
す。みかけの数字上「品川区は選ばなければほとんど入れる」という意見、感想が散見されま
すが、それが認可不可通知〜認証内定間の精神的負担でした（4月復職できなかった場合の周
りの目を意識してしまった）。今回認証園への入園内定をいただけましたが、2歳児までなの
で、まだまだ保活は続きます。先行き不透明感はこれからも続きます。認証園からの認可園転
入が保証されていれば、こどもの負担も考え（環境の変化はなるべく少なくしたいため）満期
在園したいですが、現状ではそうはいかないので、来年度も年度途中および1歳児4月入園に向
けて申し込みます。復職後も保活が続くのかと思うと、すこしうんざりします。 
・新しい大型マンションができたら、必ず建物内に保育所を作るなどの働きかけを積極的に
行ってほしい。 
・自己中心的な考えであることを認識した上で書きます。フルタイム共働き、安定財源となり
うる家族が、その所得のせいで便利・人気の保育園とは縁遠いという実情は、頭ではわかって
いても納得のいかないものがあります。ふるさと納税で居住する自治体への納税額を下げてし
まっても仕方がなく感じます。例えば、ふるさと納税で点数が買えたらいいのに…そんなこと
を思うくらい、切実な保活でした。 
・1歳児の不承諾数が多すぎるあまり、今後の2歳、3歳の申込が不安でなりません。リスク管
理のため、引越しが視野に入っています。また兄弟加点が強いため、上の子が認可園に落ち着
くまでは、不用意に下の子をつくることができず、(下の子も保活の負のスパイラルに陥りそう
で、)とても悲しい気持ちです。 
・品川区は保育園に入れるという情報のもと引越ししてきたが結局不承諾となってしまった。
一方で認証保育園の数は少なく、保育園に落ちた場合の受け皿が少ないように感じる。保活に
振り回されることなく、安心して育休期間を過ごせるような体制になって欲しい。 
・指数が高い人は必ず加点で42にしなければ保育園に入れないというのはどうなのか。40で25
の指数で入っている1歳児は今回いなかった。これは認可外に必ず入園しなければいけないと
いう意味でしょうか。 
周りで、年子で計画的に妊娠している方が多く見受けられました。兄弟枠狙いです。兄弟が増
えることは悪いことではありませんが、兄弟枠の加点を狙って希望の保育園に入れるために上
の子がまだ2歳になってないのに、妹や弟を産むというのは子育ての環境としてどうなのかな
と思いました。あまり兄弟の加点を増やさない、もしくは年子の場合は減らすなどの検討も必
要なのではないかと感じました。 
・品川区に失望した。こんな区からよい人材が育つと思われない。 
・品川区は毎年のように新設保育園ができるのがとてもありがたいです。 
・持病ありの親や障害者の親でも入れる保育園を増やして欲しい。精神、身体隔てなく持病あ
りの親の子どもでも入れる保育園を作って欲しい。 
 
＜年度途中や１歳児で保育園に入れる仕組みを＞ 
・4月入園にこだわらず、1歳になった時点で保育園に入れる仕組みが欲しいです。 
・1歳児枠の戦いが厳しすぎる。本当は、まだ子供と一緒にいたいが、1歳児枠が厳しいため、
無理やり0歳児枠で入れてる家庭も多いと思う。単純に、0歳児枠と1歳児枠で募集するのでな
く、0・1歳児枠という大きな１つの枠で募集すれば解決できないか？" 
・育休明け入園予約制度がとても良いと思うので、0歳児だけでなく1歳児にも枠を増やせばよ
いと思う。 
・保活のために品川区に引っ越してきました。居住してみると、妊娠中から非常に手厚い支援
があり、ここで子育てができることをとても心強く思います。しかし、出産が11月末であった
ため、体力が十分戻らず0歳4月の認可保育所への入園は断念しました。願わくば4月入園に限



らず、希望するタイミングで認可保育園に入園できるよう、予約枠の新設を望みます。 
・他区の実例を参考にして取り入れてほしい。例えば江戸川区は、認可外を除き0歳児の枠を
あえて最小限にしている模様。(なるべく長い間子どもと一緒に居られるため。)その分、一歳
児以降の定員に充てている。 
・保活のために品川区に引っ越してきました。居住してみると、妊娠中から非常に手厚い支援
があり、ここで子育てができることをとても心強く思います。しかし、出産が11月末であった
ため、体力が十分戻らず0歳4月の認可保育所への入園は断念しました。願わくば4月入園に限
らず、希望するタイミングで認可保育園に入園できるよう、予約枠の新設を望みます。 
 

 

 
 
＜入園の優先についての希望・その他＞ 



 
・４月の一斉入所以外にも半年〜四半期1度の枠確保など子の月齢や発達、母の産後の回復に
応じて選択肢が欲しい 
・障害者の親、持病ある親がいるお家は優遇してほしい。 
・品川区の指数は疑問に感じる点がなく、とてもバランスがとれていると思います。 
・上の子が認可外に入っていた場合も兄弟加点の対象にしてほしい。 
・０歳時は保育園の入園を半年に分けてほしい。前半に生まれたほうが有利 
・産後うつや産後の体調不良の親を持つ子どもを優先して預かれる保育枠を作る。一時保育で
は、通院などしか使えず、長期的な療養のために預けることができないため。 
・持病や障害を持った親の子どもでも入れる保育園の紹介、無職の親で持病ある親でも保育園
に入園可な保育園があれば嬉しい。 
・指数・階層による選別ではなく、保育園への距離、年齢、状況などを踏まえたマッチングに
してほしい。導入している地方もあります。 
・入園希望時期別の予約制度を設けてほしい 
・労働条件の緩和 
 
 
＜退職した人が再就職しやすい仕組みを＞ 
・自分の話ではないが、制度的に、一度退職してしまうと、再就職のハードルが厳しすぎる。
(就職活動や働く時間を確保するためには、子供を預ける必要があるが、フルタイムで働いてな
いとそもそも点数的に保育園に入れない。デッドロック状態となってしまう。)妊娠の際に退職
した人が再就職しやすい制度になればよいな、と思う。 
 
＜区の窓口の対応について＞ 
・疑問点を解消するために何度か区役所保育課に足を運びました。毎回丁寧に説明していただ
き、疑問も解消されて大変助かりました。ありがとうございます。 
・窓口の担当の方には本当に丁寧にご相談にのっていただき、ありがたく感じていました。 
・保育課の担当の人によって対応に差がありすぎます。親切な人もいましたが、窓口の人によ
り言うことが毎回違ったり、お役所的な冷たい対応を取られたりして、残念でした。正直、保
活に取り組んでいるママさん達の方が窓口の人より知識があります。人ごととして対応するの
ではなく、区民の立場になってもっと勉強して欲しい。 
 
 
 
＜区の情報公開や受領証について＞ 
・保育園申し込みのweb化。隣接区の認可外保育園の情報の一括提供。 
・事前に自分の指数&階級を知りたかった。 
・指数の計算がわかりにくい 



・不承諾者の階層別の人数内訳を教えてほしい。自分が不承諾者のうちどこに位置しているか
分からないと、認可外を抑えるべきなのか対策を練ることができない。 
・勿論見学しないとわからないこともあると思うが、保護者がする質問は大体同じだと思うの
で、認可保育所については、園ごとに良くある質問に対する回答一覧が開示されれば、見学の
負担が保護者も園も減るのではないかと思う。 
・区の情報が全くあてにならない。厳しい保育状況になる見込みがあるのなら、もうすこしエ
リアべつに危機感を持たせる情報発信があっても良いと思う。その上で全入できる仕組みづく
りが必要。待機児童が0なんて嘘ついてないで。夫は祖父の代から品川区民なのに、子は保育
園に入れなかった。引っ越してきた家庭は祖父母が近くにいない(あたりまえ)だけで同じ指
数、所得で有利。納得できるか？ 
・二次の結果を2月中に届くようなスケジュールにしてほしかった。（決定後、入園準備の時
間が短く大変なため） 
・品川区は他区に比べて非常に情報公開しているので保活の見通しも立てやすく、窓口の職員
の方も大体の方は丁寧で適切な回答をいただけました。ありがとうございました。しかし、ひ
ろまち保育園の閉園については事前にご案内いただいたものの在園児の振り分け方法について
は言及なく、こちらのリサーチ不足と言われればそれまでですが12月の入園可能数発表時に当
てにしていた新規園の新4歳児枠の少なさに愕然としました。それによりそこから申込までの
僅かな時間で希望順位の変更、入園出来なかったら場合に備えて追加園の見学など心身の負担
が大きかったです。決定事項以外は伝えられないかもしれませんが、戦略的に保活を進めなけ
れば入園出来ない現状では懸念される可能性は全てお伝えいただきたいと思いました。 
・入園申込書類の受領証を発行して欲しいです。ちゃんと申し込めているか不安でした。 
・認可以外の保育園の管理をしてほしい。せめて入園に関する窓口になって情報の一括管理を
してくれないと保活が大変になる一方で、品川区に越した意味がなかった。前にすんでいた区
のほうが良かったので、認可以外でも保育園入園ができなければ近々引っ越しすることを決意
した。 
・園見学の負担軽減。園見学の対応は、園側にとっても負担。他区では、少なくとも区立だけ
でも保育課が取り仕切って見学会の日程や申し込みを取り仕切ってるところもある。 
・持病ありでも保育園預けられると知らなかったので、持病ありの方は保育園応募出来るとか
品川区から伝えたら障害者からは安心するし情報広まるかもです。持病ありの無職の親でも預
けられる保育園の情報が欲しいです。持病ありでも預けられる保育園の情報分からずFacebook
のしながわじまんというサークルでNPO法人おばちゃん家知りました。品川区が情報を最新の
情報を届けて欲しい。 
・シッター制度は実質いくら負担となるかがあやふやで利用しづらい。モデルケースで何パ
ターンか月あたりの負担額(追加税含めた)を示して欲しかった。 
 
＜保育園の運営について＞ 
・保活においては品川区に不満はありません。ただ、4月よりお世話になる保育園では父母ど
ちらかが有給休暇の場合、保育園には登園させず自宅保育するよう指示がありました。我が家
は「就労」のために保育園に預かっていただくので、保育園の指示は正当だと思います。 
が、そうなると就労以外で子連れ不可の用事が一切できなくなるので、もう少し柔軟にご対応
いただけると嬉しいなぁと思います。又は、区の一時保育（オアシスルーム）を保育園在園児
でも使用可としていただきたいです。 
・園庭のある保育園を増やしてほしい。 
・保育園周辺の道が細かったり車道と歩道がガードレールなどで分かれていなかったり交通上
安全でない場所があるので、事故なども心配なので、そういった点も整備してほしい。園庭が
ない園も多いので。 
・持病ありで一次的に自分が具合悪くなった時に預けられる保育園がNPO法人おばちゃん家し
かない。何回も回数決めず働いてる働いてないあるなしに預けられる場所を探すのに苦労しま
した。品川区の区の預かりは回数が決まってるので気軽に預けられない。おばちゃん家のよう
な一時預かりに凄く助けられました。 
・園によってオムツや布団・哺乳瓶やミルク等の荷物の持ち込み、名前記入など園の対応や保
護者の負担がかなり違うと感じた。お金を払えば持参しなくても良いなど、認可園で統一して
欲しい。先生達の負担も減るのでは。 
・窓口の担当の方には本当に丁寧にご相談にのっていただき、ありがたく感じていました。 



・保活においては品川区に不満はありません。ただ、4月よりお世話になる保育園では父母ど
ちらかが有給休暇の場合、保育園には登園させず自宅保育するよう指示がありました。我が家
は「就労」のために保育園に預かっていただくので、保育園の指示は正当だと思います。が、
そうなると就労以外で子連れ不可の用事が一切できなくなるので、もう少し柔軟にご対応いた
だけると嬉しいなぁと思います。又は、区の一時保育（オアシスルーム）を保育園在園児でも
使用可としていただきたいです。 
・園庭のある保育園を増やしてほしい。 
 
 
 
保育園に入園を希望した理由 

 
 
  



ベビーシッターに関する調査 

 

 
 
ベビーシッター利用についての不安　その他 
＜お金に関すること＞ 
・どのくらい具体的にお金がかかるのかイメージできない 
・確定申告の実施が必要であったり、雑所得が上がることによる税負担等が上がり、費用の軽
減に繋がらない可能性があること 
・差額雑収入による収入が大幅に増加すること 
・所得税が上がること 
・所得税が増えること 
・不安はありませんが、東京都のベビーシッター制度は補助を受けた分が雑収入になるなんて
酷すぎる制度だと思います。 
・補助されても税金に乗っかるのではそんな補助制度使えない 
・補助金額が雑収入となり、税金が高くなる。それにより指数は加点されるが階層が上がって
しまい、保活に不利になる。 
・補助分が雑所得となり保育所代わりに利用するには高額負担となるため 
 
＜保育者が固定しないこと・その調整＞ 
・私の復職後、実際にお一人のベビーシッターさんに毎日預かっていただいており、子供の成
長に本当にプラスになっていると感じています。一方で毎日違う方がいらっしゃる可能性があ



る契約の形態の場合、日々の引き継ぎの負担と、子供の愛着形成が不安だなと思います。 
・日程調整が大変そう 
・不承諾の人が多いので、シッターさんが見つかるか不安 
 
＜集団保育でないこと＞ 
・集団での保育ではないので、子どもと子どもの関係性がないこと。 
・他のこどもとの交流がない 
・幼児になると集団生活の経験も大切だと思うので幼児では利用しにくい 
 
＜家に人を入れることへの抵抗＞ 
・お家の中が散らかってる時もあるので極力入って欲しくなかった。 
 
  



幼児教育・保育の無償化について思うこと 
＜無償化よりも待機児童の解消を＞ 
・無償化より全入。 
・無償化不要です。入れなければ意味がないです…。 
・待機児童対策を優先してほしい。 
・無償化より保育園を増やしてほしい 
・無償化よりも全入体制構築にも注力してください！！！ 
・無償化しなくてよいので、全入化（全入の保証）で安心して育休期間を過ごしたい。復職時
期を自身で確定できないことが精神的に負担でした。 
・無償化により、認可保育園は今までより入りづらくなるのではと心配。 
・無償化になることで、競争率が上がってしまう気がする。働くつもりのない人も無償なら預
けようかなと思う人が増えると思う。 
・安全で安心な保育が提供されるのであれば、一定の自己負担をすることはいとわない。無償
化ではなく、希望する人が希望するタイミングで、全員保育園に入所できるような対策を望み
ます。 
・もともと所得に応じた保育料だったので、無償化にするより待機児童解消にお金をかけてほ
しかった。無償化により今まで預けることを考えていなかった人も預けることを検討するよう
になり、本当に保育が必須な人が入りにくくなっているのではないかと心配になる。 
・困っているのは保育料ではなく、入れないことなので、税金の使い方を考え直して欲しい 
・無償化よりも保育園に全員入れる方向に力をいれて欲しい。特に幼稚園は金銭的に余裕のあ
る方が通われる認識ですので無償化するメリットが見えない 
・無償にすべきではないと思います。費用より、保育園に入れないことが問題。 
 
＜無償化よりも保育士たちの待遇向上、保育の質の向上を＞ 
・無償化よりも保育士の待遇向上など保育の質の向上に予算をつけた方がいいと考えます 
・無償化よりも保育士の給与を上げて、保育士不足/園不足を解消してほしかった。 
・無償化は有難い話ですが、給食費の負担が増えたなどの話も聞くと本当に必要なことだった
のか大きな疑問を感じます。これから少子化で保育園は淘汰されていくのだと思いますが、そ
の前に保育士さん達の労働条件向上がされることを願っております。 
・お世話になる以上、対価を払うのが当然だと思うので、無償化よりも質のいい保育や保育士
さんのお給料の増加、預けられる場所がある安心感が欲しいです。 
・そんなことより保育士の給与を上げて潜在保育士の復帰で保育環境を整えてほしい。認証に
頼らず、区立を増やし、公務員保育士を増やすべき。保育士が公私ともに潤わなければ質の高
い保育はできない。 
・無償化の前に保育士さん達のお給料を上げてもっと施設を増やしてほしい。大変な仕事なの
に評価が低い気がするし、どちらの園の保育士さん達も顔が死んでいた。 
・無償化よりも保育施設への設備投資など保育環境をより良くする施策が行われて欲しかった 
 
＜無償化よりも待機児童の解消と保育士たちの待遇向上を＞ 
・無償化ではなく、保育士さんのお給料をあげたり、働く環境を整えてあげたり、保育所の数
を増やしたり、という方向に税金を使ってほしい。3歳児以降は基本的な保育料も安かったの
で、無償化にしてもそこまでの嬉しさは感じない。 
・無償化よりも、保育士の待遇改善、保育所の新規開設や定員増員に取り組むべき。 
・無償化は有り難いですが保育料は預ける上で必要経費だと思うので、それ以上に待機児童解
消のため新規園の開設、保育士さん人員確保のため処遇向上、保育の質が低下しないように補
助してほしい 
・無償化よりも、保育園に預けたい人が預けたいタイミングで確実に全入化できること、保育
士さん・看護士・栄養士・調理師さん達の待遇を良くしたり、保育の質を上げたりすることに
お金を使って欲しい。 
・保育士さんの地位向上、新規保育園開設に役立ててほしいです。 
・無償化より、保育園の増園や保育士の待遇改善が必要 
・無償化しても、現実問題として入園できるキャパがないのでは、と思う。過酷な仕事内容、
シフトで働いている先生たちのお給料や休暇を増やすためなら、保育料払ってもいいと思え
る。どちらかというと0-2歳児を3歳以降と同程度の金額で預かってもらえたほうが嬉しい 



 
 
＜認可外保育園に通った場合の助成について＞ 
・認可園に入りたいが、点数が足りず全部落ち、認可外（認証を除く）園に通うしかない場
合、とても高額で無償対象なったとしても、負担があまりにも大きすぎる。通える範囲の認可
外は月１５万から３０万くらいが相場でとても払える額ではない。入りたいのは認可園なの
に、入れずそのような高額な金額を払わなければない現実も理解してほしい。区からの補助で
は到底まかないきれないほどの額である。 
・今認可外保育園に通っています。今後、認可保育園への希望を出して落選した場合でないと
助成金がもらえなくなるかもしれないから、認可保育園も希望しておくようにという区からの
手紙を保育園経由で受取りました。そこで一番人気の高そうな認可保育園に申し込みをしまし
たが受かってしまいました。兄弟加点と認可外保育園の在園児だからです。自分の意思で認可
保育園ではなく認可外保育園を選んでいる家庭もあります。同じように無償化の対象になるよ
う配慮してほしいです。また、無償化の対象になるために落選を期待して認可園を申し込むと
いう時間や経費が、利用者、区役所ともに無駄だなぁと思います。 
・品川区は認証保育園の助成制度が乏しい(たしか杉並区や千代田区は、元々5歳児まで認可と
の差額が補助されたはず) 
 
 
＜家計が助かる＞ 
・保育の質の低下が心配でしたが、やはり家計は助かります。今後は保育の質の向上も希望し
ます。 
・素直に嬉しいです。幼児教育・保育の無償化の前に保育園全入などもっと優先すべきことが
あるだろうという意見をよく耳にしますが、正直言って無償化はありがたいです。 
 
＜その他＞ 
・学費は無料だが、他の雑費は有料と聞いて、雑費無料になったらもっとありがたいのにと
思った。 
・幼児からだけではなく、全ての子どもに教育・保育を無償化してほしいと思います。 
・制度はありがたいが仕組みや条件を理解するのが難しい。 
・無償化は嬉しいが、その前段階の出産妊娠についての手当を厚くしてほしい。出産率があが
るための施策が必要 
・保育の必要性とは、何なのか 
・０ー2歳も無償化して真の無償化だと思う。少なくとも多少の減額等あって然るべし。それ
よりも無償化して不承諾が増えるとは本末転倒。制度自体は良い。 
・毎日の名前記入おむつの持参など、必要でしょうか？こだわらないのでその財源で保育園へ
おむつ代を支給してほしい。 
・子どもの健やかな成長にお金を惜しまない社会であって欲しい。年齢や収入で区別すべきで
ない。 
・所得制限があるのが負に落ちない 



子育てに関する情報はどこから？ 

 
ママ友・パパ友はどこで知り合いましたか？ 

 



在宅育児中に利用したサービス 

 
 
在宅育児を振り返って 
＜よかった＞ 
・品川区は子育て支援が充実しているなぁと感じる！ 
・品川区は子育て支援に力を入れているということがよくわかりました。欲を言えばもっとこ
うなるといいなということはありますが、他の自治体と比べるとサポートが充実していると思
います。 
・大崎駅周辺は道も広く整備されているところが多いし、子連れのレストラン入店もあたりま
えで、公園や子育て支援施設も充実していて子育てがしやすい環境だと思います。保育所も一
層ニーズが高まってくると思うので、保育所の新規開設などより一層の拡充を進めてほしい 
・区の施設ではないですが、キッズタウンに設置されているけんけん広場は、一部屋に先生も
いて、子供だけじゃなく大人同士の会話もしやすくてとても助かりました。児童センターより
も安心して行くことが出来たと思います。（双子ママ） 
・配偶者が長期の育休をとったので、家族で楽しく育児できた。 
・一次申請で落ちたときは正直恨みましたが二次で承認いただけて良かったです(はいれても定
期利用のほうかと思ってました) 
 
＜親子のつどい（誕生月の同じ親子のつどい・保健センターにて）について＞ 
・親子の集いは開催時期もちょうどよく、ママ友ができるきっかけとなったのでとても良かっ
た。 
・プチマリンでも家の近い人たちでのグループを作ってくださったので、その後も一緒に遊ん
だり、同じ児童センターに通ったり、長く繋がりを持ててよかった。 
・ぷちマリンは複数回かつ毎回同じメンバーだったのママ友を作る上でよかった。 
 
＜児童センターや保健センター、健康センターについて＞ 
・児童センターで同じ学年のこどもたちの会をやってくださっていたので、そこで同年代のこ
どものママたちと沢山知り合えて、子育てのことを話し合える仲間ができてよかった。 
・児童館は、ほぼ毎日利用させてもらい、そこでのお母さん方との会話などで息抜きにもな
り、とてもありがたかったです。 
・港区の施設(タップやプラリバ)の施設がとても綺麗でよかったので、品川区も同様の施設(高
校生までの子供が利用できる施設)があれば良いなと思った。 
・在宅育児中は児童センターにかなりお世話になり、職員さんもいつも気にかけてくれていて
心強かったです。 
・保健センターのイベントと児童センターのイベントの日程が被ったりしていたので情報共有
して欲しいです。 



・児童センターと保健センターには大変お世話になったので、感謝しています。 
・自宅近くに2つ児童センターがあり、助かった。親育ちワークショップでは生涯のママ友に
なるであろう出会いがあり、とても感謝している。 
・健康センターの親子クラスも近い月齢の子達が集まるので悩みを相談できてよかった。 
・児童センターも2階で双子だと担ぐのが大変だし、ママ友が欲しくて0歳児クラスに参加して
も児童センターの人が1人見ていてくれるわけでもないので、子供をひたすら押さえつけてお
くのに必死でイベントをただ見ているだけの辛い時間だった。（双子ママ） 
・児童センターは最近行っているが、合う合わないがあるので、微妙でした。 
・児童センターと保健センターには大変お世話になったので、感謝しています。 
・子育てひろばはたくさんあるが、自分に合う場所に出会うまでに時間がかかった。 
 
＜オアシスルームについて＞ 
・在宅育児中はリフレッシュ目的でオアシスルームを使えますが、認可保育所に入園したら親
のリフレッシュのために使える区の保育施設はないのでしょうか？ 
・オアシスルームを利用したかったが、双子のため予約が全然取れなかった。 
・オアシスルームがとても使いやすかったです。 
 
＜辛かった＞ 
・産後うつになりとても辛かった。品川区の保健師さんに頼ったが、全く頼りにならなかっ
た。 
・孤独感でいっぱいになった。 
・出産直後に配偶者が体調不良の際、各相談窓口で相談したが、助けます、何でも相談して下
さい、と言いながら、具体的な手法、経済的な負担の軽減の方法を何ら助言してもらえず、非
常に困った。 
・子どもが生まれてからこれほど行動が制限されると思いませんでした。感染症の流行もあり
外出を控えているため、社会と隔絶してしまったような感覚がします。あまり思いつめず、無
理をせずゆっくり過ごしていこうと思います。 
・ベビースイミングなど習わせたくても全て双子は断られて、社会からの疎外感しか感じず引
きこもっていることが多いです。（双子ママ） 
・もう少し区のサービスを利用できたらとは思ったが、生活リズムが崩れることを不安に思い
なかなか出来なかった。区役所が遠かったため利用しづらさはあった。 
・品川区思っていた以上にサポート少ない。 
・夫は夜勤が主なので、全て一人でやらなきゃいけないのが辛い。 
・自宅近くに私の母がいるが私の祖母もおり、祖母は認知症と診断され中々頼れない。 
・私は統合失調症なので睡眠を取らなきゃいけないが中々寝ないので私自身体調悪くなってい
る。 
・これまでの育児より職場復帰後の家事育児が不安である。 
 
 
＜品川区にお願い＞ 
・妊娠中から入園時期を確定できれば、乳児期の育児をもっと全力で楽しめると思います。
（有期であると自覚できるので）。 
・区が援助してくれる産後ドゥーラの使える期間をもっと延ばして欲しい 
・階層で落ちるのは納得いかないです。理屈としてはわかるのですが、落ちたほうとしては住
民税多く納めてるのに…。 
・私は精神障害者で無職。夫は夜勤で家にいない事が多いので、かなり在宅での子育てが辛
い。夜間保育とか、一時預かりの保育園が増えたらと願います。 
 
 
 



スマートスピーカーの子育てにおける活用について 



 
  



品川区保活実態調査の結果のリンク先 
https://docs.google.com/forms/d/1dFPsgFUuTNilz6_irl49utnIpEet5qr_kXYNqE8dpEU/edit#resp
onses 
 

https://docs.google.com/forms/d/1dFPsgFUuTNilz6_irl49utnIpEet5qr_kXYNqE8dpEU/edit#responses
https://docs.google.com/forms/d/1dFPsgFUuTNilz6_irl49utnIpEet5qr_kXYNqE8dpEU/edit#responses

